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関連している企業・大学・団体等 荏原製作所，核燃料サイクル開発機構 
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 キャビテーション壊食とスラリー摩耗の複合損傷に及ぼす材料特性の影響
 
・研究室ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの活用
・気泡崩壊の衝撃力，粒
子衝突力の計測技術 
・壊食，摩耗に対応した
各種試験装置 
新規材料の開発指針
・気泡崩壊の衝撃力
と固体粒子の衝突力
の関係 
・FEMによる応力解
析 
耐壊食性，耐摩耗性と
硬さ，引張強度などの
機械的性質との相関
性 
スラリー損傷に影響
を及ぼす流速，衝突角
度，粒子大きさと複合
損傷量との関係 
複合損傷による強度評
価，損傷量の予測
材料データ
・実機に対応した試験条
件での材料試験 
・溶射材料，肉盛材料な
どの実用ポンプ材料 
 
利用技術 
土砂を多量に含む河川流域（中国の黄河など）で使用する流体機械では，キャビテーション壊食の他に固体粒子の衝
突によるスラリー摩耗が発生，両者が重畳して非常に激しい損傷（複合損傷）を引起こし深刻な問題となっている。
けい砂
・複合損傷量はスラリー摩耗単独
よりも大きくなる（加速現象） 
・ステライトなど二相合金では損
傷量が小さくなる（減速現象） 
・遷移領域（下限界濃度）の存在 
・部材の設計は曲線の左下の領域
は耐キャビテーション壊食性を，
右上の領域は耐スラリー摩耗性
を考慮した設計が必要 
複合損傷における限界濃度と流速の関係
インペラの損傷 
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ステンレス鋼SUS304
けい砂の平均粒子径　40μｍ
噴流の衝突角度　90°
試験面の振動振幅　50μｍ
・粒子の衝突力と気泡崩壊力の関係
・スラリー摩耗機構の解明 
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